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令
和

元
年
度
版

創
刊第

二
十
七
号

令
和
三
年
度
大
学
入
試
に
つ
い
て

四
十
二
回
生
に
と
っ
て
、
激
動
の
二
学
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
高
大
入
試
接
続
改

革
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
、
英
語
民
間
試
験
に
対
応
す
る
九
月
に
始
ま
り
、
英
語
成

績
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
準
備
に
も
対
応
、
い
ざ
郵
送
準
備
が
完
了
す
る
頃

に
、
英
語
民
間
試
験
の
利
用
が
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ね
。

さ
ら
に
、
年
末
に
は
、
大
学
共
通
テ
ス
ト
の
目
玉
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
国
語
・
数

学
で
の
記
述
式
問
題
ま
で
も
が
導
入
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
英
語
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
記
述
・
リ
ス
ニ
ン
グ
と
も
に
一
〇
〇
点
配
点
の
計
二
〇
〇

点
満
点
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
議
論
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、

リ
ス
ニ
ン
グ
重
視
の
共
通
テ
ス
ト
に
な
り
、
大
き
な
変
換
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
今
ま
で
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
大
き
く
変

わ
る
こ
と
は
な
く
、
大
学
入
試
改
革
と
騒
が
れ
た
お
か
げ
で
、
思
考
力
を
問
わ
れ
、

新
た
な
出
題
パ
タ
ー
ン
も
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
た
な
タ
イ
プ
の
問
題

を
経
験
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
だ
知
識
で
問
題
を
解
く
こ
と
よ
り
も
、
よ
り
正
し
く

適
切
に
問
題
を
解
く
に
は
、
問
題
の
流
れ
や
行
間
を
し
っ
か
り
と
読
み
解
く
力
を
意

識
し
て
準
備
で
き
た
こ
と
は
そ
れ
ら
の
問
題
で
何
点
取
っ
て
き
た
か
以
上
に
、
こ
れ

か
ら
出
会
う
未
知
の
問
題
に
ど
う
向
か
い
合
う
か
と
い
う
部
分
で
役
立
ち
ま
す
。

目
指
す
方
向
が
は
っ
き
り
し
た
以
上
、
少
し
ず
つ
着
実
に
前
進
す
る
の
み
で
す
。

二
〇
二
〇
～
二
〇
二
一
年
が
、
四
十
二
回
生
に
と
っ
て
更
な
る
上
昇
気
流
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
自
ら
の
課
題
・
行
動
に
対
し
て
、
深
い
思
考
を
、

多
方
面
に
素
早
く
行
え
る
能
力
を
高
め
、
よ
り
適
切
な
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

修
学
旅
行
に
つ
い
て

年
が
明
け
て
早
々
、
四
十
二
回
生
修
学
旅
行
で
す
。
ま
ず
は
、
不
慮
の
事
故
や
体

調
の
変
化
で
そ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
日
々
、
体
調
管
理
に
努
め
、

健
康
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
月
七
日
に
は
、
ま
ず
各
々
の
大
荷
物
が
修
学
旅
行
へ
と

旅
立
ち
ま
す
。
よ
く
あ
る
の
は
、
「
荷
物
を
開
け
る
カ
ギ
忘
れ
」
、
「
荷
物
だ
け
修
学

旅
行
」
で
す
。

想
い
出
は
、
後
悔
と
と
も
に
あ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
人
か
ら
話
を
聞
か
さ
れ

て
自
分
の
も
の
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
自
ら
が
経
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
、
不
注

意
や
、
日
々
の
油
断
か
ら
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

保
護
者
の
皆
様
。
荷
物
送
り
、
早
朝
、
夜
遅
く
の
送
迎
等
、
大
き
な
負
担
を
お
掛

け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私は、生徒がいない朝の教室、放課後の教室が好きです。一担任のときは、自分のクラスの様子を気に
掛けていましたが、ある時先輩の先生に、「自分のクラスだけでは自分の想いしか分からない。他の先生
方が、どんな想いを持って生徒に向き合っているかを感じることや」というアドバイスをいただいて以来、
朝、学年の廊下・トイレ・教室の窓を開ける時間を楽しむようになりました。
今、立場が変わって一年、この一年。教室で見える景色、教室から見える景色は、毎日違うもので大変

面白い。各教室には各担任の先生の癖があり、各担任の先生の様々なメッセージに応えている生徒の使用
する机と椅子がある。時には乱れ、机が暴れていることもありますが、それらの机や椅子がある空間から、
今日一日をどう過ごしてくれるかを期待している私がいたり、昨日そこであった反省をしている私がいた
り。それ以上に、担任の先生方の熱い想いを、どのようにすれば生徒に伝えることができるか。
そんな時間の中で４２回生にどう向かい合うかを考えることができるこの空間を、これからも大切にし

ていきたいと思います。
一方、部活動中のグラウンドから放課後の教室を見上げると、期末考査１０日前には全クラスで、下校
時間ギリギリまで教室に明かりが灯っていました。午後６時を過ぎて教室を回ると、物音ひとつさせず
集中を保って自学を進める者の姿があり、扉を開けるのも憚られる雰囲気を醸し出しています。
まだ２年生、もうすぐ３年生。こんな風景も、４２回生の今の姿の一つです。私達教師集団は、こんな

４２回生に何を伝え続け、どう共に今後闘っていくか。
実は、教室だけでなく、がんば廊下にも、図書室にも、毎日貴重な時間を共有している４２回生もいま

す。ただ、そこにいることに満足するわけでなく、自分の決めた課題をこなし、挑戦している姿から、今
後も多くの期待をしたいと思います。

夏
季
休
業
中
進
路
課
題
と
し
て
、
自
分
の
進
路
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
理
由

を
八
〇
〇
字
以
内
で
表
現
す
る
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
与
え
る
と
で

き
る
生
徒
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

冬
季
休
業
中
進
路
課
題
と
し
て
、
左
記
に
示
し
た
課
題
を
与
え
ま
す
。
現
役

で
勝
負
す
る
に
は
、
い
つ
ま
で
も
「
未
定
」
の
ま
ま
で
は
残
さ
れ
た
時
間
が
失

わ
れ
る
一
方
で
す
。
無
理
や
り
に
で
も
、
目
指
す
進
路
を
一
つ
絞
り
、
今
回
は

相
手
を
ま
ず
知
る
た
め
に
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
調
べ
、
志
望
先
に

対
し
て
の
自
分
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
を
八
〇
〇

字
以
内
で
売
り
込
む
練
習
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

来
年
は
、
い
よ
い
よ
受
験
の
年
で
す
。
不
安
か
ら
早
く
決
め
た
が
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
本
当
の
自
分
が
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
自
分
が
希
望
し
た
進
路
先
で
さ
え
、
志
望
理
由
・
進
路
先
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
徒
の
事
案
を
、
高
校
三
年
生
を
相
手
に

す
る
た
び
に
、
た
く
さ
ん
目
に
見
、
耳
に
し
ま
す
。

自
分
が
手
に
し
た
い
進
路
の
こ
と
は
、
自
分
の
言
葉
で
、
自
分
の
思
い
を
相

手
に
語
れ
る
よ
う
、
準
備
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
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主に、外国語大学志望者を中心に参加しました。考査前でありながら、良い準備

をして、考査最終日に良い経験ができました。感想をいくつか掲載します。

(お詫び)左下の参加者の写真ですが、印刷ではどんな写真か分からず申し訳ありま

せん。本校 HP破天荒ではくっきり写っています。そちらをご覧ください。

神戸大学へ 2人の留学生の方と高齢者問題について、お話を
しに行きました。そして 2人の留学生の方とお話を通して、国
によって高齢化対策が違うということを知ることができました。
緊張していたので上手く対話をすることができず、とても悔

しいです。
ですが、この日のために高齢者問題についての多くの記事を

読み、理解を深め、英語で作文を作ったことで、少し成長する
ことができました。
そして、国際交流に参加したことで多くの課題を見つけるこ

とができました。見つかった課題は、語彙力や聞き取る力が乏
しいということなどです。前からわかっていたけれど、今日改
めて早くこの状況を克服しなければいけないと痛感しました。
悔いが残ることがないように今から努力していこうと決心しま
した。
少し大変でしたが、貴重な経験をすることができて、とても

良かったです。このような機会があれば参加してみたいです。
(２組女子)

今回、神戸大学国際交流事業に参加させていただき、気付き、
感じたことが二つある。
まず、一つ目は自分の英語を用いたコミュニケーションの稚

拙さだ。私が対談させていただいたロシア人の方は、英語が第
二言語であるにも関わらず、非常に流暢にお話になり、驚いた。
私は、今回が外国人の方と話す初めての経験だったが、自分の
稚拙さに気付かされた。読む・書くなどの技能だけではなく、
話す・聞くといった実践的な英語力がこれからのグローバル社
会にいかに大切かということを再確認できた。
次に、得たことは、外国人の方の考え方の素晴らしさだ。リ

ベリア人の方と対談させていただいた際に、彼の母国への愛が
ひしひしと伝わってきた。誇り高い方で、話しているだけでこ
ちらもパワーをもらえるようだった。
今回の体験を通して、たくさんの事を得ることができたが、

一番感じたのは、もっと英語が話せるようになりたい、という
ことだった。自分とは全く違う考え方や文化の方との交流は新
鮮で、もっと相手の事を知りたい、近付きたいという気持ちに
なった。こんな気持ちは初めてだった。英語を通して相手の方
に触れ、言語の素晴らしさを実感した。本当に貴重な体験をさ
せていただき、感謝の気持ちでいっぱいだ。 (５組女子)

今回、僕はこのような行事に参加できたことにとても感謝しています。
学校など、日々の生活の中では海外の方と会話をする機会はなかなか無
いので、今回神戸大学留学生の方々とコミュニケーションをとることが
でき本当に良かったです。
僕はマレーシアの方とドイツの方とお話をさせて頂きました。東京オ

リンピックに関するトピックを中心に、それぞれの国のスポーツに関す
る文化や歴史を知ることができました。
特に深く考えさせられたのが、マレーシアの方に対して、僕が「あな

たの国でオリンピックが開かれたことはありますか？」と質問した時で
す。その女性は「No.」と答えました。その方は続けて、日本は経済的に
もかなり裕福な国であるがマレーシアはそうではなく、オリンピックを
開くほどの経済力がないと答えました。オリンピックの開催国に選ばれ
ること、またその候補地に選ばれることは、実は当たり前のことでは無
く、とても貴重であり難しいことなのだと分かりました。また、今回の
ように自分たちの国でオリンピックが開かれることは一生のうちに一度
か二度だと思うのですごく特別なことだと感じています。
今回の交流会を通して英語を話すことの楽しさ、そして難しさ、さら

にお互いの国の文化の違いや感じ方の違いなどあらゆることを学ぶこと
ができました。その経験をこれから先の生活でも活かして自分自身の英
語力をさらに向上させたいと思います。 (３組男子)

この交流会はとても楽しく、参加して良かったです。初めは、神戸大学に惹かれて申し込んだので、文章を考えるのもしんどいなと思って
いました。ですが、実際行って話して神戸大学を探索すると、とてもここに行きたいと思いました。バスが大学に着いた時から、急に緊張し
始めてドキドキしましたが、交流が始まると、話して分からない所はもう一度分かりやすく説明してくれました。自分で聞き取れて意味がわ
かった時は、何だか嬉しかったです。４０分がとても早く過ぎて、もっと話したいと思いました。
その後、図書館や食堂に行きました。図書館の自習室はびっくりするほど静かでした。私は普段、友達と自習しようと言ってもつい話して

しまうので、すごいなと思いました。写真撮影をした所の景色は絶景で感動しました。夏休みに行った体験授業よりもっと深く大学を知るこ
とができてよかったです。この交流会で神戸大学に行きたい気持ちがより強くなり、とても良い経験になりました。 (３組女子)
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国
際
交
流
事
業
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
リ
ベ
リ
ア
の
方
と
話
し
ま
し
た
。

両
国
と
も
日
本
の
よ
う
に
発
達
し
た
部
分
が
少
な
い
よ
う
で
、
日
本
に
来

て
か
ら
生
活
が
楽
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
ド
イ
ツ
が
好
き
な
の

で
、
ド
イ
ツ
の
方
か
ら
リ
ベ
リ
ア
の
方
に
交
流
相
手
が
変
わ
っ
た
時
は
す

ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
発
展
途
上
国
の
話
な
ど
も
色
々
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
、
新
た
に
地
域
格
差
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

言
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
た
り
出
来
な
か
っ
た
り
で
悔
し
か
っ
た

り
、
言
い
た
い
こ
と
が
上
手
く
伝
え
れ
な
か
っ
た
り
何
も
出
来
な
い
自
分

に
腹
が
立
っ
た
の
で
、
も
っ
と
一
生
懸
命
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
の
進
路
に
関
し
て
も
今
回
の
神
大
で
絞
る
こ
と
が
出
来
て
す
ご
く

価
値
の
あ
る
半
日
で
し
た
。
正
直
四
十
分
で
は
全
然
足
り
な
く
て
、
話
を

も
っ
と
し
た
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

し
、
す
ご
く
濃
い
時
間
だ
っ
た
せ
い
で
、
す
ご
く
恋
し
く
感
じ
ま
す
。

私
も
留
学
生
の
方
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
に
な

り
た
い
と
思
う
し
、
自
国
に
つ
い
て
胸
を
張
っ
て
語
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

(

三
組
女
子)

普
通
な
ら
校
外
研
修
に
自
分
か
ら
進
ん
で
行
こ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

神
戸
大
学
に
行
っ
て
み
た
か
っ
た
こ
と
と
、
海
外
の
人
と
話
せ
る
機
会
も

な
か
な
か
無
い
と
い
う
こ
と
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
は
知
ら
ず
に
申
し
込
ん
で
、
初
め
て
の
打
ち
合
わ
せ
の
時

に
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ハ
ー
ド
で
し
た
が
、
英
語
で
五
枚
も
質
問
を

考
え
る
な
ん
て
め
っ
た
に
な
い
こ
と
な
の
で
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

棒
読
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
顔
が
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
と
思
っ
て
よ
み

ま
し
た
が
、
文
の
切
り
方
が
お
か
し
か
っ
た
り
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
お

か
し
か
っ
た
り
と
な
か
な
か
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
留
学
生
の
方

の
発
音
は
、
英
語
が
母
国
語
で
は
な
い
方
も
き
れ
い
で
し
た
。
母
国
語
で

は
な
い
の
な
ら
自
分
と
同
じ
条
件
な
の
に
あ
そ
こ
ま
で
う
ま
く
話
せ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
も
勉
強
と
練
習
を
す
れ
ば
近
づ
け
る
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
英
語
は
好
き
で
、
大
学
も
外
国
語
系
の
学
部
を
希
望
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
交
流
会
を
終
え
て
そ
の
希
望
が
よ
り
明
確
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
大
学
と
い
う
物
の
雰
囲
気
も
分
か

り
、
英
語
へ
の
興
味
と
好
き
な
気
持
ち
が
強
ま
り
ま
し
た
。
も
っ
と
英
語

を
学
び
た
い
と
も
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
へ
の
や
る
気

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

一
組
女
子)

私
た
ち
は
、
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
方
と
台
湾
の
方
と
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

話
を
始
め
る
前
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
自
分
か
ら
話
そ
う
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
話
を
始
め
る
と
、
自
分
の
未
熟
さ
、
無
力
さ
、
知
識
不
足
な
ど

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
間
違
え
る
こ
と
を
恐
れ
、
も
っ
と
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
努

力
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
と
て
も
後
悔
し
、
も
っ
と
多
く
の
話
の
素
材

を
用
意
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
国
の
状
況
な
ど
沢
山
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
異
文

化
交
流
や
英
語
を
話
す
こ
と
の
楽
し
さ･

難
し
さ
な
ど
、
沢
山
の
気
付
き
も

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
留
学
生
と
の
交
流
で
は
、
話
し
た
い
の
に
話
せ
な
い
、
伝
え
た

い
の
に
伝
え
ら
れ
な
い
な
ど
と
い
う
悔
し
さ
が
一
番
の
大
き
な
学
び
で
あ

り
、
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
更
に
英
語

の
語
彙
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
精
度
を
高
め
た
い
と
、
大
き

な
や
る
気
に
繋
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
間
違
え
る
こ
と
を
恐
れ
る
こ
と
を

や
め
て
、
何
と
し
て
で
も
伝
え
よ
う
と
す
る
努
力
や
勇
気
を
持
つ
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
成
長
に
必
要
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
は
こ
れ
か
ら
多
く
無
い
と
思
い
ま
す
が
、
異
文
化
交

流
や
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

二
組
女
子)

続
い
て
、
期
末
考
査
の
翌
週
に
、
今
回
初
め
て
の
試
み

に
な
り
ま
し
た
が
、
国
公
立
大
学
を
目
指
す
生
徒
に
は
、

徳
島
大
学
の
情
報
を
、
是
非
持
っ
て
お
い
て
欲
し
い
大
学

で
す
。

＝医学部保健学科看護学専攻参加生徒＝
看護学についての講義を受けて，“看護師”というもののイメージが１８０度変わった。ただ漠然と，人の

世話をするのが仕事だと思っていたが，正確な知識と，人の気持ちを汲み取る力が要求される繊細な仕事だ
と感じた。人を相手にする仕事であるため，辛いこともあるが，その分やりがいも大きいようだった。“あな
たがいてくれて良かった”などという声が聞くことが一番の喜びだそうで，本当に素晴らしい仕事だと改め
て感じた。自分の進路を検討する際に，視野に入れたいと思う。

＝理工学部参加生徒＝
精密有機合成化学のお話しをお聞きし，僕が想像する何倍も，化学には奥深さがあることがわかりました。

研究室を見学した感想は，「早く研究室で実験してみたい」です。そのために伏見先生から教わった，「とに
かく本を読む」「語学は重要」を意識して，将来本当にしたいことができるように生活を送ろうと思います。
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学年・教科の先生方からの熱いメッセージです。どう活かすかは

皆さん次第です。まだまだ皆さんの伸びしろはある。自分の限界を

勝手に決めず、先生方のアドバイスを素直な気持ちで取り込んでい

きましょう。すべては自分を高めるためにあることを。

第一志望 第二志望 第三志望 第四志望
A判定 3 3 11 25
B判定 9 20 24 37
C判定 35 42 42 45
D判定 60 49 60 57
E判定 88 76 59 27

計 195 190 196 191

すべてE判定記入
になっている者

まで45人 まで37人 まで8人

数字がすべてではないですが、大切な数値は手にしていくべきです。

今回の模試において、各生徒の第一から第四志望記入に対する判定状況

です。

「第一志望は譲らない」どこかで聞いたフレーズですが、譲らないと

言い切れるだけのこだわりを持った毎日を過ごしましょう。

まだ現実に向き合い切れない、すべて E判定の生徒は左記の通りです。
「行く気がない」いやいや「来て欲しい」と言ってもらえていないこと

を直視して下さい。今の自分の立ち位置を、必ず情報として手にする模

試にしないと、受験料には見合いません。

スポンサーの保護者の皆さんへ。見ているのが苦しくても、いま生徒

に妥協をさせないで下さい。今の姿が、お子さんの本来の実力を発揮し

ている姿とみますか。

「ここでいい」のか。「ここがいい」のか。本当の意味で、高校卒業

のタイミングは、大人の扉を開くときです。妥協から始まるのではなく、

妥協し続ける生き方にならないように、「今この瞬間」に全力を注がせ

てやって欲しいと思います。

科目等 問題について 生徒に対して

国語

 評論教材は内容、表現ともに読解に時間がかかり、小説教材は場面、心情を整理し
ながら読むことが要求される文章だった。古文、漢文は読みやすい教材で、基本的な
文法・句形の知識を問う出題だった。選択問題では、問題文と各選択肢をきちんと比
較・吟味すること、記述問題では、問題文の要素や根拠を検討・整理してまとめる力
が問われた。

 選択問題は勘に頼らず、問題文と各選択肢の内容や字句とを比較しながら答えるこ
と。記述問題は字数の多さにくじけず、筆者の批判点や主張・提案など、人物の心情、
言動の意図などを整理しながら、とにかく文章にまとめること。古文は助動詞、助詞を
意識して正確な読解、現代語訳を心がけること。漢文は『漢文学習必携』の句形を文単
位で覚えること。

世界史
 大問３を中心に、史料の読み取り問題が増加した。初めて見る史料に戸惑ったかも
しれないが、問われている内容は授業内で扱ったものばかりである。焦らずに史料を
読み取り、知っている部分を見つけ出そう。

 とても良くできていた。小テスト・定期テスト・その復習と、しっかりやってきた成
果が出たのではないかと思う。今後、覚える地域・年代が増えていくと、1学期にやっ
た内容などは忘れてしまうので、定期的に見直すことも忘れずに。地図問題が少し弱い
ので、授業中に教科書で確認する癖をつけよう。

日本史
 過去の出題形式と比べると、発表・レポート形式、対話文など、問題文の読む量が
圧倒的に増えており、解答に時間がかかる。さらに初見の史料も増えているので苦戦
した人も多いだろう。しかし、最終的に問われているレベルは過去問と同等の基本的
なレベルである。

 問題形式に振り回されずに、たずねられているのは教科書の内容なのだから、焦らず
に毎日の授業を大切にしてほしい。また授業で教師からの問いかけに対して、まずは自
分で考える習慣をつけよう。そういった積み重ねが、問題を解く力をつける。

地理

 大問1の問5などが典型的だが、新型入試を意識した考え方を問う問題。こういった
問題は地理的知識というよりは文章読解力が試されているので、しっかり時間をかけ
て解けばむしろ易しい。大問３の問6なども江戸時代の中山道を授業で触れることはな
いが、問題文をよく読むと「高低差がない」、「洪水被害を受けにくい」とあるので
そこから判断する。これも読解力の問題。

 問題文が長くなる傾向にあるが、問われていることは基本的な地理の知識なので、普
段の授業を資料集、地図帳を駆使してどれだけ理解できるているかが大事。また問題を
解くときは、全ての選択肢について、自分の判断ポイントに基づいた理由をつけて正誤
の判断を下せるように努力しよう。

数学

 比較的オーソドックスな問題であった。B3も､授業や月7補習で紹介した問題であっ
た。B5に至っては、直前の中間考査で出題した問題の流れであったので、復習をして
おいてくれていればという感想である。B8は、”どこから”見て、ベクトルの差で式を
変形していけば、題意に沿った解答になるだろうか？をイメージできた者には、完解
にも辿り着ける問題であったと思う。あとは、文、理ともに、問題に対してどれだけ
興味を持てるかという観点の問題である。数学に対する苦手意識の割には、模試中の
B2の取り組み状況は、かなり良かったと感じている。

 三角関数については、いつの時代も点数が出ない範疇だが、直前に考査で経験してい
たこともあり、得点につながっていた。ということは、処理能力はあるということであ
る。絶対的な学習量、振り返り、毎回伝えているメッセージに対する実践がまだまだ十
分ではないということを肝に銘じてほしいと思う。難しいことばかりしなくてもよい。
基本の徹底をするというメッセージは他教科にも通じることであり、小さなことの積み
重ねを繰り返して欲しい。

文系理科
(化基/生基)

 生基は、2年生では授業がないため、忘れている事柄が多く苦戦したのではないだろ
うか。国公立大学を目指すものにとっては、生基も立派な受験科目。冬季課題に生基も
課す予定なので、しっかりと復習しておこう。化基は、次の模試からモルを使った本格
的な問題が範囲となります。苦手意識を持たず、計算問題にも積極的に取り組もう。

理系理科
(物/化/生)

 理系なので、理科を他の教科より得意としている者が多いと思います。理科は、大学
入学共通テストだけではなく、国公立2次試験・私立試験においても受験科目です。そ
の理科が、得意科目だけではなく、勝負できる科目となるように、2年生のうちに基礎
問題をマスターしておこう。具体的には、問題集の基本問題・例題の復習をやってみよ
う。
(物理)11月の記述の結果を見ると、「力と運動」と「仕事とエネルギー」が弱点である
ことがわかります。どちらも、どの公式をどのように使うかがポイントになる分野なの
で、いろいろなタイプの問題を演習することが肝心です。特に、等加速度直線運動の公
式、運動方程式、力学的エネルギーの公式は頻出なので、しっかりと演習をしてみてく
ださい。

英語

 大問３のBは新傾向の出題であった。イラストの意味を汲み取り、ふさわしくない文
章を選ぶ問題であった。その他は例年通り。
表現力を問う問題において、関係代名詞のwhatを利用させる（ことを意図した）問い
が出題されたが、実際にそれに気が付き、利用できている者が少なかった。
また、リスニング、長文問題で上下の差が非常に大きく開いている。７月の模試に比
べると、難易度は上がっているように思うかもしれないが、これも例年通り。

 何を問われ、どんな力を図ろうとしているのか気づくことが大切である。気づきに必
要なのは、日ごろから自分で考えて何かを求め追及しようとする姿勢。知識はあって
も、活用できなければそれは力とは言えない。ただ何気なく授業を受け、適当に課題を
こなしているようでは、そのような力は身につかない。本気になる者が、もっともっと
増えてくることを願っています。
また、英語力向上に必要なことは、毎日何かしらの場面で英語に触れること。長文（中
文程度でもよい）を読む、単語に目を通す、洋楽を聴くなど。次年度はいよいよ最終学
年。年間で３００題の長文問題を解くことを目標にしてほしい。健闘を祈る。

 大学入学共通テストでは、観察・実験に関する情報を整理・統合して課題を解決す
ることが問題のねらいとなっています。このため今回は、すべての科目においてこれ
までの出題傾向とは違い、長文を読み解き、思考する問題が出題されていました。
 このように出題傾向が変化していますが、問題の本質は変わらないため、特別な対
応は必要ありません。授業中から、教師が教え伝える事柄において、その本質を理解
する意識を持てば、十分に対応できます。
 理科は、公式や科学用語の暗記の学問ではありません。自然現象などを公式や科学
用語を使い、理解する学問です。そこに楽しみを感じることができれば、新テストで
も良い結果を残すことができます。
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